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南
ア
ル
プ
ス
は

　
　

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
を
め
ざ
し
ま
す

南
ア
ル
プ
ス
に
は
雄
大
な
山
脈
と

氷
河
時
代
に
形
成
さ
れ
た
地
形
、

多
く
の
固
有
種
や
遺
存
種
が
生
息

す
る
国
内
最
大
規
模
の
森
林
を
有

し
て
お
り
、
緑
の
山
岳
地
帯
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

南
ア
ル
プ
ス
世
界
自
然
遺
産
登
録

推
進
協
議
会
（
事
務
局
静
岡
市
）

で
は
、
現
在
、
南
ア
ル
プ
ス
を
ユ

ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に
登
録
す
る

た
め
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

韮
崎
市
、
南
ア
ル
プ
ス
市
、
北
杜

市
、
早
川
町
で
構
成
す
る
山
梨
県

連
絡
協
議
会
で
も
こ
の
登
録
に
向

け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

人
間
社
会
の
発
展
と
と
も
に
自

然
環
境
が
崩
壊
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

環
境
問
題
が
取
り
沙
汰
さ
れ
る

今
、
地
域
か
ら
自
然
環
境
を
保
全

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

南
ア
ル
プ
ス
の
雄
大
な
自
然
環

境
に
配
慮
し
た
「
人
間
と
自
然
の

共
生
」
を
目
指
す
た
め
に
地
域

の
み
な
さ
ん
と
行
政
と
企
業
が
一

体
と
な
り
、
将
来
の
世
代
の
た
め

に
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
が
必
要
で

す
。
そ
の
取
組
み
に
有
効
な
手
段

と
し
て
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
が

あ
り
ま
す
。

　

世
界
遺
産
は
唯
一
無
二
の
財
産

を
条
約
に
基
づ
く
厳
し
い
保
護
措

置
で
守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
が
、
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
で

は
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
て
保

全
（
保
護
）
、
開
発
、
学
術
支
援

が
で
き
、
何
よ
り
も
地
域
の
人
間

活
動
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
す
。

　

「
自
然
を
守
り
な
が
ら
地
域
の

人
間
活
動
（
伝
統
文
化
、
産
業
、

研
究
、
教
育
）
の
実
践
の
場
で
あ

る
こ
と
」。
そ
れ
が
ユ
ネ
ス
コ
エ

コ
パ
ー
ク
で
す
。

※
「
エ
コ
」
と
は
、
和
製
英
語
で

す
。
も
と
も
と
は
生
物
学
の
な
か

の
生
態
学
の
こ
と
を
指
す
「
エ
コ

ロ
ジ
ー
」
を
指
し
て
い
ま
し
た
が
、

◎
登
録
の
必
要
性

現
在
で
は
一
般
的
に
自
然
や
環
境

に
配
慮
し
た
企
業
活
動
や
市
民
活

動
、
自
然
保
護
運
動
な
ど
幅
広
く

使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
ユ

ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
」
と
い
う
呼

び
方
は
日
本
だ
け
で
使
わ
れ
て
い

ま
す
。

◎
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

　

と
は

　

ユ
ネ
ス
コ
（
国
際
連
合
教

育
科
学
機
関
）
が
、
人
間
と

自
然
の
共
生
を
目
指
す
た
め
、

１
９
７
１
年
に
発
足
し
た
「
人

間
と
生
物
圏
計
画
（M

an and 

the B
io
sphere

）」
の
中
心
と

な
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
地
域

の
大
切
な
自
然
を
守
り
な
が

ら
、
地
域
社
会
の
発
展
を
目

指
す
も
の
で
す
。

　

正
式
に
は
「B

io
sp
h
ere 

R
eserve

（
生
物
圏
保
存
地

域
）」
と
言
い
ま
す
が
、
日
本

で
は
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

と
呼
ん
で
い
ま
す
。「
自
然
環

境
を
保
護
・
保
全
し
つ
つ
、 

地
域
の
持
続
可
能
な
社
会
経

済
発
展
を
実
践
す
る
場
」
と

し
て
各
国
で
そ
の
活
用
が
行

わ
れ
、
現
在
１
１
４
カ
国
が

参
画
し
、
５
８
０
件
が
登
録

さ
れ
て
い
ま
す
（
平
成
24
年

４
月
現
在
）。
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〜
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の

　

３
つ
の
地
域
と
３
つ
の
機
能
〜

　

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に
登
録

す
る
た
め
に
は
対
象
と
な
る
地
域

（
土
地
）
を
３
つ
の
区
域
に
設
定

し
ま
す
。【
図
１
参
照
】

◇
核
心
地
域
：
南
ア
ル
プ
ス
国
立

　

公
園
の
特
別
保
護
地
区
な
ど
自

　

然
環
境
を
厳
重
に
守
る
地
域

（
例
）
キ
タ
ダ
ケ
ソ
ウ
や
ラ
イ
チ

◎
登
録
の
た
め
に

ョ
ウ
が
住
む
高
山
帯
な
ど
。

◇
緩
衝
地
域
：
環
境
教
育
や
レ
ジ

　

ャ
ー
、
調
査
研
究
や
観
光
、
レ

　

ジ
ャ
ー
に
利
用
で
き
る
地
域

（
例
）
甘
利
山
や
櫛
形
山
県
民
の

森
な
ど
自
然
を
守
り
な
が
ら
、
さ

ま
ざ
ま
な
環
境
教
育
や
レ
ジ
ャ
ー

な
ど
に
利
用
で
き
る
地
域
。

◇
移
行
地
域
：
人
が
暮
ら
し
、
社

　

会
活
動
や
経
済
活
動
な
ど
地
域

　

社
会
発
展
す
る
地
域
。

（
例
）
居
住
地
域
。
人
々
が
生
活

し
、
企
業
な
ど
の
経
済
活
動
が
で

き
る
地
域
。

〜
こ
ん
な
魅
力
が

　
　
　
　

生
ま
れ
ま
す
！
〜

　

南
ア
ル
プ
ス
の
自
然
環
境
や
動

植
物
、
さ
ら
に
伝
統
文
化
、
歴

史
、
民
俗
な
ど
幅
広
い
分
野
の
学

術
的
な
調
査
研
究
活
動
の
拠
点
と

し
て
さ
ら
に
南
ア
ル
プ
ス
の
魅
力

を
磨
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

地
域
に
住
む
人
た
ち
に
と
っ
て

大
切
な
南
ア
ル
プ
ス
の
資
源
を
共

有
す
る
こ
と
で
、
将
来
に
わ
た
り

守
り
伝
え
る
し
く
み
が
生
ま
れ
る

の
で
す
。
ま
た
こ
う
し
た
活
動
が

国
際
的
に
高
く
評
価
を
受
け
、
地

域
の
人
々
の
誇
り
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
区
域
内
の
文
化
施
設
や
伝

統
工
芸
、
地
場
産
業
な
ど
ユ
ネ

ス
コ
を
通
し
て
国
内
外
に
紹
介
で

き
、
い
っ
そ
う
南
ア
ル
プ
ス
の
特

性
や
魅
力
を
発
信
で
き
ま
す
。

　

特
に
地
場
産
業
な
ど
は
「
南
ア

ル
プ
ス
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
ブ

ラ
ン
ド
」
と
し
て
商
品
価
値
が
高

ま
り
、
併
せ
て
農
業
の
６
次
化
な

ど
に
も
有
効
に
利
用
で
き
ま
す
。

ま
た
企
業
な
ど
は
環
境
に
配
慮
し

た
持
続
的
な
経
営
方
針
を
さ
ら
に

高
め
評
価
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

教
育
活
動
や
観
光
振
興
で
は
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
の
さ
ま
ざ

ま
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
広
域
的
に
、

か
つ
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
践

す
る
こ
と
が
で
き
一
層
の
集
客
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　

将
来
は
環
境
に
配
慮
し
た
さ
ま

ざ
ま
な
認
可
（
審
査
）
や
活
動
に

対
し
て
も
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

の
積
極
的
な
活
用
が
求
め
ら
れ
る

で
し
ょ
う
。

◎
登
録
さ
れ
る
と

ユネスコエコパークの
３つの機能

保全機能：自然を守る

学術的支援：科学的な調査支援

経済と社会の発展：自然を利用する

撮影者：廣瀬和弘

【図１】

核心地域

緩衝地帯

移行地域
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指
定
管
理
者
制
度
は
、
民
間
事

業
者
な
ど
の
専
門
性
や
ノ
ウ
ハ
ウ

を
施
設
の
管
理
運
営
に
活
か
す
こ

と
に
よ
り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
や
経
費
の
節
減
な
ど
を
図
る
も

の
で
、
市
で
は
市
民
交
流
セ
ン
タ

ー
「
ニ
コ
リ
」
や
東
京
エ
レ
ク
ト

ロ
ン
韮
崎
文
化
ホ
ー
ル
な
ど
の
施

設
に
お
い
て
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
次
の
施
設
で
の
指
定

管
理
者
の
公
募
を
行
い
ま
す
。
募

集
要
項
、
仕
様
、
締
切
日
な
ど
は

下
記
の
通
り
と
な
り
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
な
お
、
当
施
設
は
現
管
理
者
の

指
定
期
間
満
了
に
伴
う
も
の
で

す
。）

ス
コ
へ
提
出
さ
れ
ま
す
。
ユ
ネ
ス

コ
で
は
、
ユ
ネ
ス
コ
Ｍ
Ａ
Ｂ
国
際

調
整
理
事
会
で
審
査
し
た
の
ち
、

登
録
の
可
否
が
決
ま
り
ま
す
。

　

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
最
大

の
魅
力
は
、
行
政
区
域
に
と
ら
わ

れ
ず
南
ア
ル
プ
ス
と
い
う
大
き
な

山
を
ひ
と
つ
の
テ
ー
マ
に
し
て
一

体
的
な
自
然
環
境
の
保
全
や

利
用
を
図
る
こ
と
が
で
き
る

　

ま
ず
３
つ
の
区
域
を
設
定
す
る

に
あ
た
り
そ
の
土
地
の
所
有
者
と

の
合
意
形
成
の
上
、
所
定
の
申
請

書
を
文
部
科
学
省
ユ
ネ
ス
コ
国
内

委
員
会
へ
提
出
し
ま
す
。
政
府
で

は
、
文
部
科
学
省
ユ
ネ
ス
コ
国
内

委
員
会
自
然
科
学
小
委
員
会
Ｍ
Ａ

Ｂ
分
科
会
に
よ
っ
て
審
査
し
、
審

査
基
準
に
合
致
し
た
も
の
が
ユ
ネ

と
い
う
こ
と
で
す
。
雄
大
な
南
ア

ル
プ
ス
の
自
然
を
守
り
、
そ
の
山

麓
に
暮
ら
す
こ
と
に
誇
り
を
持
ち

ま
し
ょ
う
！

　

登
録
申
請
に
向
け
て
、
今
秋
、

市
民
説
明
会
や
出
前
講
座
を
開
催

し
ま
す
。

　

南
ア
ル
プ
ス
ブ
ラ
ン
ド
を
世
界

に
発
信
し
、
有
効
な
自
然
資
源
の

保
全
を
図
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　

商
工
観
光
課
観
光
担
当

 

（
内
線
２
１
３
・
２
１
４
）

◎
登
録
に
必
要
な

　

手
続
き
は

規制は生まれるの？
　ユネスコエコパークは世界遺産とは違い、登録
に伴う新たな法規制はありません。
　現行の国内法（例えば自然公園法など）で管理
運営されます。
　ただし、登録後は１０年ごとに自然環境の移り
変わりや地域の社会活動や経済活動の報告が義務
付けられます、また地域でユネスコエコパーク管
理運営計画を組織的に構築する必要が生じます。

日本のユネスコエコパークはどこにあるの？
１９８０年に４つのユネスコエコパークが生まれました。

・志賀高原（長野県、群馬県）
・白山（石川県、岐阜県、富山県、福井県）
・大台ケ原・大峰山（奈良県、三重県）
・屋久島（鹿児島県　自然遺産登録地）
そして今年、宮崎県綾町の照葉樹林の登録により５つ目が誕生！

・
健
康
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

・
道
の
駅
に
ら
さ
き

指
定
管
理
者
を
募
集

■
管
理
施
設

　

韮
崎
市
健
康
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
及
び
道
の
駅
に
ら
さ
き

■
管
理
開
始
時
期

　
　

平
成
25
年
４
月
１
日

■
募
集
要
項
の
配
布

　
　

平
成
24
年
９
月
３
日（
月
）

　
　

〜
10
月
９
日（
火
）

■
募
集
説
明
会

　
　

平
成
24
年
９
月
10
日（
月
）

■
応
募
受
付
期
間

　
　

平
成
24
年
10
月
１
日（
月
）

　
　

〜
10
月
９
日（
火
）

■
そ
の
他　

募
集
要
項
及
び
申
請

書
等
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

■
お
問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光
課

　

 

（
内
線
２
１
５
・
２
１
６
）

◎
行
政
区
を
越
え

　

た
取
り
組
み
へ


